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JT-60SAでは、正イオン・負イオンNBI装置（以

下、正イオン：P-NBI、負イオン：N-NBI）の入

射時間を30秒から100秒に伸長する事が要求さ

れている。本要求を実現するために、NBI既存

設備をできる限り流用して、全ての機器を長パ

ルスに対応させる必要がある。長パルス化の課

題として、①通電時間の伸長による電源機器の

増力改造、②長パルス運転に対応した制御シス

テムの構築、③周辺プラズマ電流駆動効率の向

上のため、N-NBI装置のビーム入射軸の高さを

従来の550mm下げる改造が必要である。 
①電源系については、負イオン生成用各電源の

改造箇所を明確にし、限界通電時間を把握する

ため、限界通電試験を実施した。試験は通電中

の電源構成機器の温度上昇をIRカメラ等で測

定した。本通電試験の結果を基に負イオン生成

用電源の長パルス化改造計画を策定し、長パル

ス化改造を実施中である。また、最も容量の大

きいN-NBI加速電源の絶縁破壊時のサージ抑制

及び高速入射制御を行う高速スイッチング素

子(GTO,IEGT)を大容量化し、電源定格の-500kV
において100秒無負荷通電試験を完了した（図1
参照）。 

②制御系については、市販のPLC (Programmable 
Logic Controller)を用いたJT-60SA用制御システ

ムを開発中である。本制御システムは市販品を

利用することでメンテナンス性を改善し、様々

な運転手法の開発に合わせて柔軟にプログラ

ムの変更が可能である。また、各機器に必要と

される制御時定数を考慮して、処理を分散化さ

せることにより、安定かつ堅実なシステムを実

現する。 
③N-NBIのビームライン550mm位置下げ改造に

ついては、直径2.3m、高さ10m以上の大型機器

をビーム軸に対して±2mm以内の設置精度で 
設置する必要があり、既存機器の解体、新設機

器の据付、ビーム軸確認作業を1年で実施する

ことが求められていた。設計当初に予定してい

た作業期間は18ヶ月であったため、既存機器の

解体を最小限に抑え、各作業手順を見直すこと

により短縮化を図り、約1年間で改造作業を完

了させた（図2参照）。 
 今後も引き続き電源系、制御系及びビームラ

イン機器の改造を順次実施し、JT-60SAでのNBI
装置の円滑な再稼働を図る。 
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図 1. N-NBI 加速電源無負荷通電試験 図 2. N-NBI ビームライン改造前後 


